
情
報
入
手
手
段
は
？

日
常
生
活
で
の
必
要
な
情
報
を

得
る
た
め
に
利
用
し
て
い
る
媒
体

に
つ
い
て
は
、「
新
聞
・
広
報
紙

・
ミ
ニ
コ
ミ
誌
」
と
「
テ
レ
ビ
」

が
そ
れ
ぞ
れ
九
〇
％
前
後
と
高
い

割
合
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
次
い

で
「
雑
誌
・
書
籍
」
が
五
〇
％
、

「
ラ
ジ
オ
」
が
三
二
％
、「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
」
が
二
七
％
と
続
い
て

い
ま
す
。

今
後
利
用
し
た
い
（
利
用
を
続

け
た
い
）
も
の
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
利
用
状
況
と
同
様
に
「
新
聞

・
広
報
紙
・
ミ
ニ
コ
ミ
誌
」
と

「
テ
レ
ビ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
％

以
上
と
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
ま

す
。
次
い
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

が
四
九
％
で
、「
雑
誌
・
書
籍
」

「
ラ
ジ
オ
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

現
在
利
用
し
て
い
る
媒
体
と
比
較

し
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の

利
用
を
希
望
す
る
か
た
が
多
く
、

特
に
二
十
〜
四
十
歳
代
で
は
七
〇

％
前
後
に
の
ぼ
り
ま
す
。

情
報
伝
達
手
段
は
？

現
在
、
情
報
の
伝
達
手
段
と
し

て
利
用
し
て
い
る
媒
体
に
つ
い
て

は
、「
電
話
」
が
九
〇
％
と
突
出

し
て
お
り
、
次
い
で
「
手
紙
・
は

が
き
」
が
六
一
％
、「
携
帯
電
話

・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」
が
四
一
％
、「
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
」
が
三
三
％
、「
電
子

メ
ー
ル
」
が
三
一
％
と
な
っ
て
い

ま
す
（
別
表
１
）。

今
後
利
用
し
た
い
（
利
用
を
続

け
た
い
）
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
電
話
」
が
八
一
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
手
紙
・
は
が
き
」
が
五

八
％
、「
電
子
メ
ー
ル
」
が
五

〇
％
、「
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」

が
四
三
％
、「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
」

が
三
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

利
用
し
て
い
る
媒
体
と
比
較
し

て
、「
電
子
メ
ー
ル
」
が
大
き
く

上
昇
し
て
い
ま
す
。

年
代
別
で
は
、「
電
子
メ
ー
ル
」

「
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」
は
若
年

層
ほ
ど
高
く
、
二
十
歳
代
で
は

「
電
話
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
お
持
ち
で

す
か
？

パ
ソ
コ
ン
の
所
有
状
況
に
つ
い

て
は
、「
自
宅
や
職
場
・
学
校
に

自
分
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
」

人
は
二
八
％
で
し
た
。

職
業
別
に
み
る
と
、
専
門
技
術

職
・
事
務
職
・
学
生
は
パ
ソ
コ
ン

の
あ
る
人
の
率
が
九
割
を
超
え
、

無
職
の
主
婦
は
自
宅
に
家
族
共
用

の
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
別
表

２
）。性別

で
み
る
と
、「
自
宅
、
職

場
・
学
校
に
自
分
専
用
の
パ
ソ
コ

ン
が
あ
る
」
人
は
、
男
性
で
四

四
％
、
女
性
で
一
四
％
と
大
き
な

差
が
み
ら
れ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い

ま
す
か
？

パ
ソ
コ
ン
の
使
用
状
況
に
つ
い

て
は
、「
自
宅
で
も
職
場
･
学
校

で
も
よ
く
使
用
し
て
い
る
」
が
一

三
％
、「
主
に
自
宅
で
使
用
し
て

い
る
」
は
一
九
％
、「
主
に
職
場

･
学
校
で
使
用
し
て
い
る
」
は
一

四
％
と
、
半
数
近
く
の
人
が
使
用

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
ま
っ

た
く
使
用
し
て
い
な
い
」
が
四
一

％
、「
あ
ま
り
使
用
し
て
い
な
い
」

が
七
％
と
、
使
用
し
て
い
な
い
人

も
半
数
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。

性
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は

「
使
用
し
て
い
る
」
が
五
七
％
で

半
数
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し

て
、
女
性
で
は
三
五
％
と
差
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電

子
メ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

若
い
世
代
ほ
ど
高
く
、
二
十
歳
代

と
三
十
歳
代
で
は
半
数
を
超
え
て

い
ま
す
。

ご
近
所
づ
き
あ
い
は
？

地
域
の
住
み
よ
さ
等
の
居
住
地

域
に
関
す
る
こ
と
や
、
地
域
社
会

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
三
年
ご
と

の
経
年
変
化
も
調
査
し
ま
し
た
。

近
所
づ
き
あ
い
に
つ
い
て
は
、

「
会
っ
た
と
き
あ
い
さ
つ
を
す
る
」

が
わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
る
反

面
、「
お
互
い
の
家
に
行
っ
た
り

来
た
り
す
る
」
が
昭
和
57
年
と
比

較
す
る
と
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
地
域
内
の
結
び
付
き
が
さ
ら

に
弱
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

（
別
表
３
）。

調
査
結
果
報
告
書
は
、
行
政
資

料
室
（
市
役
所
第
二
庁
舎
一
階
）、

図
書
館
（
本
館
・
分
館
）、
近
隣

セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
希
望
の
か
た
に
は
差
し
上
げ
ま

す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

1
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市
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
聞
い
て
、
市
政
の
参
考
と
す
る
た

め
、
市
で
は
、
昭
和
47
年
か
ら
三
年
ご
と
に
市
民
意
識
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
平
成
12
年
度
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
回

は
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
意
識
に
加
え
、「
家
庭
で
の
情
報
化
」
に
つ
い

て
も
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

インターネットを利用するかたが増えています

平成12年度



「
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
け

ど
、
利
用
料
の
自
己
負
担
が
大
き

く
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
い
」。
そ
ん
な
か
た
が
、
も
っ

と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
４
月
か
ら
、
利
用
料
の

負
担
を
軽
減
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
増

え
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
か
た
は
、
か
か
っ
た
費
用
の

一
〇
％
を
支
払
い
ま
す
。し
か
し
、

自
己
負
担
額
が
大
き
く
、
利
用
を

控
え
て
し
ま
う
か
た
も
い
る
た

め
、
所
得
が
低
い
か
た
に
は
、
こ

れ
ま
で
は
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
限
り
、
七
％
を
市
が
助
成
で
き

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
訪
問
介
護
の
ほ
か
、
訪

問
入
浴
介
護
な
ど
の
五
種
類
の
サ

ー
ビ
ス
で
も
、
こ
の
助
成
制
度
で

自
己
負
担
を
三
％
に
軽
減
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
や
申
し

込
み
方
法
な
ど
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
か
た
�
市
内
在
住
で
、
要
介
護

か
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る

�
同
一
世
帯
の
全
員
が
所
得
税
非

課
税
�
介
護
保
険
の
給
付
制
限
や

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

対
象
サ
ー
ビ
ス

�
訪
問
介
護

�
訪
問
入
浴
介
護
�
訪
問
看
護
�

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
�
通

所
介
護
�
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
※
４
月
以
降
の
利
用
か
ら
対

象
に
な
り
ま
す

助
成
額

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
七

％
に
相
当
す
る
額

申
し
込
み

介
護
保
険
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
二
階
）
か
市
内
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

申
請
書
に
、
所
得
を
証
明
で
き
る

書
類
（
省
略
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）
を
添
え
て
、
介
護
保
険
課

へ
提
出
を
※
対
象
者
に
は
認
定
証

を
交
付
し
ま
す

助
成
方
法

事
業
者
へ
直
接
市

が
助
成
分
を
支
払
う
よ
う
、
事
前

に
手
続
き
を
す
る
か
、
自
己
負
担

分
を
自
分
で
支
払
い
、
後
で
助
成

分
を
市
に
請
求
し
ま
す

1

介
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�
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市
で
は
、
介
護
保
険
以
外
に
、

高
齢
者
な
ど
の
介
護
が
必
要
な
か

た
へ
、
別
表
３
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。「
要
介
護
」「
要
支

援
」
の
か
た
以
外
に
、「
自
立
」

の
か
た
で
も
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
。
費
用
は
、
サ
ー

ビ
ス
や
受
け
る
か
た
の
状
態
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
か
高
齢
者
支
援
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1

高
齢
者
支
援
課
�
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│
１
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３
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広報� 平成１３年（２００１年）４月１５日 第１１４３号 �

と　き�
ところ�
内　容�

対　象�
応募方法�

5月20日�午後1時から�
柏駅前通り特設ステージ�
〈第1部〉柏ストリート・ファッション・コンテスト（ファッション
関係者が街角で選んだ一般のかたによるコンテスト形式のファッ
ションショー。観客とコメンテーターの採点により賞を決定）�

〈第2部〉柏ストリート・ファッションショー（市内の各店舗が提案
するファッションを一般の若者が着るファッションショー）�

第2部に出演するモデルを大募集！�
柏のファッション、着こなしてみませんか�

商工課 �67－1141問�

柏を生活圏にしている16～25歳の男女、50人程度�
住所・氏名・年齢・性別・身長・スリーサイズ・足のサイズと、電
話番号・Ｅメールアドレスなどの連絡先を書いた紙に、全身の写真
を添えて、〒277－8505　柏市役所商工課へ、4月23日�までに郵送
で（必着）。結果は後日、全員に通知します。選ばれたかたには、5
月13日�のウォーキングレッスンを受けていただきます�

モデル募集�

柏駅周辺イメージアップ推進協議会�

Let's walking! Let's walking! Let's walking!

Let's walking! Let's walking! Let's walking!
Let's walking! Let's walking! Let's walking!Let's walking!みんな歩こう！�

5月9日・16日・23日の各水曜日
午後1時～4時（計3回）�
市内在住で、無理なく歩きたい
かた、先着40人�
自分の健康状態や体力にあった
歩き方とストレッチを学びます�

5月18日・25日、6月1日の各金曜
日午後1時～4時（計3回）�
市内在住で、体力向上を目指す
かた、先着40人�
正しい歩き方とストレッチを学
びます�

ウォ－キング講座基礎編�

保健センタ－・手賀沼周辺ほか�
無料�
室内用運動靴・筆記用具・健康手帳（お持ちのかただけ）�
4月16日�午前9時から、健康推進課へ電話で�
※2つのコ－スは申し込めません�

ウォーキングとストレッチを通して健康づくりについて考えてみませんか？�

と き �
�
対 象 �
�
内 容 �

ところ�
費　用�
用意する物�
申し込み�

と き �
�
対 象 �
�
内 容 �

健康推進課 �64－3333問�

訪
問
入
浴
な
ど
も
使
い
や
す
く

負
担
軽
減
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

「自立」のかたも相談を

介護保険外サービス

介護保険 子
育
て
は
、
楽
し
み
も
あ
る
け

れ
ど
何
か
と
悩
み
が
多
い
も
の
。

市
で
は
、
子
育
て
中
の
か
た
の
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
仲
間
づ
く
り
や
情
報

交
換
に
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

酒
井
根
保
育
園
・
富
勢
保
育
園

・
ひ
か
り
隣
保
館
保
育
園
で
は
、

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
（
ひ
か
り
隣
保
館
保
育
園

は
日
時
・
内
容
等
が
異
な
る
場
合

あ
り
）。

問
い
合
わ
せ

酒
井
根
保
育
園

�
72
│
２
０
０
１
・
富
勢
保
育
園

�
34
│
４
７
０
０
・
ひ
か
り
隣
保

館
保
育
園
�
34
│
０
１
１
５

�
子
育
て
サ
ロ
ン

〇
〜
三
歳
ぐ
ら
い
の
お
子
さ
ん

と
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
た
ち

が
、
遊
び
な
が
ら
情
報
交
換
や
友

達
づ
く
り
を
し
ま
す
。
ま
た
、
専

任
の
保
育
士
が
相
談
に
の
っ
た

り
、
手
遊
び
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
を
教
え
た
り
し
ま
す
。

と
き
・
対
象

５
月
８
日（
火
）

〜
来
年
３
月
15
日
（
金
）
の
火
曜

日
＝
〇
歳
児
、水
曜
日
＝
一
歳
児
、

木
曜
日
＝
二
歳
児
、
金
曜
日
＝
三

歳
児
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
半
〜
11
時
半
※
夏
・
冬
休
み
を

除
くと

こ
ろ

酒
井
根
保
育
園
こ
あ

ら
ル
ー
ム
・
富
勢
保
育
園
ら
っ
こ

ル
ー
ム
・
ひ
か
り
隣
保
館
保
育
園

費
用

無
料

申
し
込
み

実
施
日
に
、
各
会

場
へ
直
接

�
育
児
相
談

各
保
育
園
で
は
、
子
育
て
に
つ

い
て
の
相
談
を
電
話
で
受
け
て
い

ま
す
（
別
表
１
参
照
）。
来
園
し

て
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

�
育
児
講
座

子
育
て
の
情
報
提
供
や
講
座
を

各
保
育
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
機
関
紙
「
子
育
て
サ
ポ

ー
ト
か
し
わ
」を
ご
覧
に
な
る
か
、

各
保
育
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�
子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の

活
動
場
所
と
し
て
酒
井

根
保
育
園
の
こ
あ
ら
ル

ー
ム
を
開
放
し
ま
す
。

と
き

５
月
８
日

（
火
）
〜
来
年
３
月
14

日
（
木
）
の
毎
週
火
・

水
・
木
曜
日
午
後
１
時

〜
３
時
の
う
ち
、
一
サ

ー
ク
ル
に
つ
き
月
一
回

※
夏
・
冬
休
み
を
除
く

対
象

市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
、
先
着
十
二
団
体

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
24
日
（
火
）

ま
で
に
、
酒
井
根
保
育
園
に
電
話

か
直
接

�
機
関
紙
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

か
し
わ
」
を
発
行

年
四
回
発
行
で
、
保
育
園
で
行

う
育
児
講
座
や
だ
れ
で
も
参
加
で

き
る
催
し
の
ほ
か
、
子
育
て
の
ポ

イ
ン
ト
や
遊
び
方
な
ど
、
子
育
て

に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

配
布
場
所

市
内
各
保
育
園
・

近
隣
セ
ン
タ
ー
、
各
児
童
セ
ン
タ

ー
・
幼
児
ル
ー
ム
、
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

子
育
て
広
場

親
子
が
自
由
に
集
ま
っ
て
、
子

ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
育
児
の
悩

み
を
話
し
た
り
、
友
達
づ
く
り
を

し
た
り
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
・
問
い

合
わ
せ

別
表
２
の
と
お
り

費
用

無
料

申
し
込
み

実
施
日
に
、
各
会

場
へ
直
接

一
時
保
育

保
護
者
が
、
週
三
日
以
内
の
仕

事
を
す
る
と
き
や
、
病
気
で
通
院

す
る
と
き
な
ど
に
、
保
育
園
で
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

保
育
時
間

月
〜
金
曜
日
＝
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
（
半
日
も

可
）、
土
曜
日
＝
午
前
８
時
半
〜

午
後
０
時
半
※
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ

若
葉

保
育
園
�
67
│
７
６
５
５
・
豊
町

保
育
園
�
74
│
８
４
８
４
・
豊
四

季
乳
児
保
育
園
�
44
│
７
５
０
６

・
ひ
か
り
隣
保
館
保
育
園
�
35
│

３
７
１
５
※
ひ
か
り
隣
保
館
保
育

園
は
時
間
な
ど
が
異
な
り
ま
す

対
象

市
内
在
住
の
生
後
四
カ

月
〜
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も

費
用
（
一
日
）

三
歳
未
満
＝

二
千
三
百
円
、
三
歳
以
上
＝
千
百

円
※
半
日
の
場
合
は
半
額

1
保
育
課
�
67
│
１
１
３
７

会　場� と　き� 対　象�
■表２　子育て広場の日程など�

豊四季幼児ルー
ム（豊四季台婦人
児童センター内）�
�43─8886

光ケ丘婦人児童
センター�
�72─1175

毎週火～土曜日�
午前10時～午後
4時�

3歳ぐらいまで�

毎週水・金曜日�
午前10時～正午�

水曜日＝0～1歳�
金曜日＝2～3歳�

月曜日＝0～1歳�
水曜日＝2歳�
金曜日＝3歳�

毎週月・水・金
曜日�
午後1時～4時�

豊住幼児ルーム
（社会福祉セン
ター内）�
�74─5193

桜　　台�
若　　葉�
あけぼの�
富　　勢�
東中新宿�
豊 四 季 �
増　　尾�
豊　　住�
土 南 部 �
豊四季乳児�
西　　原�
豊　　町�
富 士 見 �
酒 井 根 �
名戸ケ谷�
田　　中�
旭　　町�
東　　町�
高 野 台 �
し こ だ �
松　　葉�

保育園�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

62─0701�
62─0702�
47─6700�
34─4700�
73─4700�
47─6701�
73─4701�
73─4702�
73─4703�
47─6702�
64─6700�
73─4704�
47─6703�
73─4705�
62─0703�
34─4702�
47─6704�
62─0704�
34─4703�
47─6705�
34─4701�

園　　　名� 相談用電話�

�

■表１　育児相談�

要介護認定を受けているかた・3カ月以上寝たきりの
かた・痴呆（ほう）のかたで、紙おむつを常時使用し
ているかたに、毎月紙おむつを配達します�

65歳以上の一人暮らしなどで調理が困難なかた・80歳
以上の一人暮らしのかた・高齢者だけで構成される世
帯に毎日夕食を配達します�

一人暮らしや病気などで、寝具の乾燥ができないかた
の乾燥消毒を行います。また、寝たきり等により失禁
のあるかたに寝具の丸洗いを行います�

65歳以上の一人暮らしのかたに、緊急通報装置を貸し
出します�

おおむね身の回りのことができるかたが、体調調整な
どのため、一時的に養護老人ホームに短期宿泊するこ
とができます�

65歳以上の自立認定者などで、家事に支障があるかたに
生活支援員を派遣します�

おおむね65歳以上のかたで、閉じこもりがちなかたに
社会参加の場を提供します�

30歳以上で痴呆などにより徘徊（はいかい）行動のあ
るかたを対象に、探索機器を貸し出します�

低所得の一人暮らしの高齢者を対象に、火災警報機・
自動消火器・電磁調理器を給付します。また、電話を
持っていないかたに福祉電話を貸し出します�

高齢者を介護するために活動している非営利団体等を
対象に、住宅改造等の一部を補助します�

介護保険認定者が既存住宅の改造を行うとき、50万円
を限度に助成します。また、65歳以上のかたが転倒予
防のための手すり等を設置するとき、5万円を限度に
改造費を助成します。市民税の額により、助成額が変
わります�

要介護度 4か 5で介護保険サービスを利用していない
かたと同居し、在宅で介護にあたっている家族に慰労
金を支給します�

65歳以上で寝たきりのかた・要介護度3以上のかた・
寝たきりの身体障害者手帳1級のかたに、訪問でも来
店でも利用できる理髪サービス券を交付します�

75歳以上の一人暮らしのかたなどに、除草作業や窓拭
き等の援助をします�

寝たきりのかたが医療機関を受診するときなどに、ス
トレッチャー付きワゴン車で送迎します�

事業名  内　　　　　容  事業名  内　　　　容�
■表3　介護保険外のサービス�

日常生活用具給付
・貸与�

送迎サービス�

緊急通報システム�

はいかい者探索シ
ステム�
いきがい活動支援
通所�

介護用品（紙おむ
つ）給付�

寝具乾燥消毒･丸洗
い�

自立生活支援員派
遣�

配食サービス�

生活支援短期宿泊�

軽度生活援助事業�

理髪サービス�

家族介護慰労金�

住宅改造費の助成�

高齢者介護団体へ
の補助�

子
育
て
支
援
事
業
に
参
加
を

パ
パ
と
マ
マ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ



農政課 �67－1143 
トマトハウス �34－9920問�

ウスへ、4月25日�までに郵送で（必
着）※応募者多数の場合は抽選 

と返信面のあて先を書いて、〒277－0825布施2005－
2　あけぼの山農業公園へ、4月20日�までに郵送
で（必着）※応募は1人1通。応募者多数の場合は抽選 

あけぼの山農業公園 �33－8877問�

書いて、〒277－8505 柏市役所体育課
へ、5月1日�までに郵送で（必着）※
応募者多数の場合は抽選 

体育課 �67－1536問�

広報�③ 第１１４３号 平成１３年（２００１年）４月１５日

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
職
員
が
講
師
と
し

て
皆
さ
ん
の
も
と
に
伺
う
「
柏
市

民
ま
ち
づ
く
り
講
座
」
を
始
め
ま

し
た
。

内
容
は
、
市
の
仕
事
や
暮
ら
し

に
役
立
つ
知
識
の
紹
介
、
見
学
や

体
験
の
コ
ー
ス
な
ど
、
全
部
で
六

十
二
種
類
。
十
人
以
上
の
か
た
が

集
ま
れ
ば
、
中
央
公
民
館
を
は
じ

め
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
や
集
会
所
な

ど
、
市
内
の
ど
こ
へ
で
も
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
ほ
か
に
希
望
す
る
学

習
テ
ー
マ
が
あ
る
場
合
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

派
遣
さ
れ
る
職
員
は
、「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぐ

役
割
を
担
う
と
い
う
意
味
で
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
講
座
で
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
を
通
し
て
行
政

の
情
報
を
提
供
す
る
の
と
同
時

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
地
域

情
報
・
生
活
情
報
や
講
座
へ
の
意

見
を
受
け
取
っ
て
、
市
の
施
策
に

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

昨
年
７
月
の
開
講
以
来
、
こ
れ

ま
で
延
べ
二
十
七
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
育
児
サ
ー
ク
ル
で
応
急

手
当
て
を
習
う
、
町
会
で
防
災
対

策
を
学
ぶ
と
い
っ
た
実
用
的
な
選

び
方
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
の
仲
間

と
車
い
す
体
験
を
す
る
、
サ
ー
ク

ル
の
仲
間
で
手
賀
沼
の
こ
と
を
学

ぶ
な
ど
、
知
識
や
経
験
の
た
め
の

ご
利
用
も
大
歓
迎
で
す
。

日
程
な
ど
の
調
整
や
事
前
の
準

備
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
早
め
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
方
法
】

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た
で
構
成
さ
れ
る
原
則
十

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

派
遣
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

９
時
の
間
で
二
時
間
以
内
（
年
末

年
始
を
除
く
）

派
遣
場
所

柏
市
内

学
習
メ
ニ
ュ
ー

別
掲
の
と
お

り
費
用

無
料
（
材
料
費
等
の
実

費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
）

申
し
込
み

開
催
し
よ
う
と
す

る
日
の
三
カ
月
〜
三
週
間
前
に
、

生
涯
学
習
推
進
課
へ
事
前
に
電
話

で
問
い
合
わ
せ
を
し
た
上
で
、
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
も
可
）。
申
込
書

は
中
央
公
民
館
・
図
書
館
・
各
近

隣
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す

そ
の
他

�
政
治
、
宗
教
ま
た

は
営
利
を
目
的
と
し
た
催
し
等
を

行
う
と
き
、
講
座
の
目
的
に
反
し

て
い
る
と
き
は
受
講
を
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
�
開
催
日
時

や
受
講
人
数
に
制
限
が
あ
る
講
座

が
あ
り
ま
す
�
会
場
の
確
保
や
参

加
者
へ
の
連
絡
は
主
催
す
る
か
た

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
�
行
政
全
般

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

1

生
涯
学
習
推
進
課
（
中
央
公

民
館
内
）
�
64
│
１
８
１
１
・
�

63
│
９
３
６
４

情報公開制度のしくみと運用（行政課） 
自主防災組織の組織化と運営方法（防災安全課）�
自然災害への防災対策（防災安全課） 
柏市第四次総合計画（企画調整課） 
ホームタウンの推進（ホームタウン推進室） 
地域の広報紙づくり（広報広聴課） 
市内施設見学会（広報広聴課）…15～26人�
柏市の国際交流（国際交流室） 
柏市の財政（財政課） 
柏市市民活動災害補償保険（市民活動推進課）�
発見！男と女の新しい生き方（男女共同参画室） 
柏市の福祉行政（保健福祉総務課）�
健康づくり講座（健康推進課）…2カ月前まで
に申し込み 

介護保険制度（介護保険課）…同課へ直接申し込み�
知的障害児通園施設「十余二学園」の見学 

（十余二学園）�
肢体不自由児通園施設「柏育成園」の見学 

（柏育成園）�
知的障害者通所授産施設「青和園」の見学 

（青和園）�
知的障害者通所授産施設「青和園」の作業体験 

（青和園）�
知的障害者通所授産施設「朋生園」の見学 

（朋生園）�
子育て支援あれこれ（保育課）�

ごみの減量とリサイクル（クリーン推進課） 
ごみ体験ツアー（クリーン推進課）…20人まで 
ごみの分け方・出し方と環境美化 

（清掃収集事務所）�
環境家計簿（エコ・ダイエット教本）の説明

会（環境保全課）�
手賀沼船上見学会（環境保全課）…20～40人�
柏市の商工業の現状と振興施策（商工課） 
あけぼの山農業公園の概要（農政課） 
交通実験によるまちづくり（都市計画課） 
柏市のまちづくり（都市計画課）�
つくばエクスプレスと北部地域のまちづくり 

（北部整備課）�
家を建てるときの法律知識（建築指導課）�
柏駅周辺のまちづくり（再開発課） 
市街地再開発事業って何？（再開発課） 
治水のしくみ（治水課）�
良好な水環境に配慮した治水（治水課） 
下水道について（下水道総務課） 
かしわの水道（水道部庶務課） 
水道水のできるまで（水道部浄水課）…50人まで�
選挙のはなし（選挙管理委員会事務局） 
新学習指導要領が目指す新たな学習（教職員課） 
柏市の情報教育（教職員課） 
ＩＴ社会の光と陰（教育研究所）…プロジェ
クターなどの設備が必要�

柏市の地域教育ネットワーク（教育研究所）�
　…プロジェクターなどの設備が必要�
幼児期からの心の教育（教育研究所） 
生涯学習とボランティア活動（生涯学習推進課） 
柏市民まちづくり講座って何？（生涯学習推進課） 
芸術文化振興計画について（文化課）�
楽しいスポーツのすすめ�〈講義〉（体育課） 
楽しいスポーツのすすめ�〈ニュースポーツ講

習会〉（体育課）…50人まで 
補導の実態について（少年補導センター）�
公民館の上手な活用法（中央公民館）�
スライドで巡る欧米の図書館（図書館）…スラ
イド上映ができる設備が必要�

子どもたちにもっとおはなしを！（図書館） 
本棚に本が並ぶまで（図書館） 
柏市の図書館、これまでとこれから（図書館） 
レファレンスってなんだろう（図書館） 
手づくり絵本の楽しみ（図書館） 
防火指導（消防本部予防課）…町会・自治会等
の団体単位で申し込み�

普通救命講習（消防本部救急救助課）…10～30人�
応急手当て講習（消防本部救急救助課）…10～30人�
ボランティア活動の推進（柏市社会福祉協議会）
…5人以上。ビデオ設備が必要�

車いす体験（柏市社会福祉協議会）…主催者が
車いすを運搬。ビデオ設備が必要�

■柏市民まちづくり講座の学習メニュー 

〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
１
〜�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄
せ
ら

れ
る
も
の
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ.

信
号
機
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

市
内
に
危
険
な
交
差
点
が
あ
り
ま

す
。
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
信
号

機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

Ａ.

ま
ず
は
地
域
で
検
討
を
〈
交
通
施

設
課
〉

信
号
機
の
設
置
は
、
千
葉
県
公
安
委

員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
交
通
の
流

れ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す

の
で
、
簡
単
に
増
や
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
市
内
で
も
毎
年
四
十
件
以
上
の

ご
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
設
置
さ
れ
る

の
は
二
・
三
件
で
す
。

ま
た
、
公
安
委
員
会
で
は
個
人
か
ら

の
要
望
は
受
け
付
け
て
い
な
い
た
め
、

ま
ず
は
町
会
・
自
治
会
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
い
っ
た
団
体
で
検
討
し
、
市
の
交

通
施
設
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
市
で

取
り
ま
と
め
て
、
公
安
委
員
会
へ
要
望

し
ま
す
。

な
お
市
で
は
、
信
号
機
の
設
置
以
外

に
危
険
を
解
消
す
る
方
法
が
な
い
か
、

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
交
通
施

設
課
（
�
67
│
１
３
０
４
）
か
道
路
建

設
課
（
�
67
│
１
３
４
４
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ.

街
灯
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い

夜
、
歩
く
の
に
暗
く
て
怖
い
場
所
が

あ
り
ま
す
。
街
灯
を
つ
け
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
。

Ａ.

そ
の
地
域
の
町
会
・
自
治
会
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
〈
交
通
施
設
課
〉

ご
質
問
の
街
灯
と
は
、
電
柱
な
ど
に

つ
い
て
い
る
明
か
り
の
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
行
政
で
は
防
犯
灯
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

防
犯
灯
の
設
置
や
管
理
は
、
町
会
・

自
治
会
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
規

設
置
や
管
理
に
つ
い
て
の
ご
要
望
は
、

該
当
す
る
地
域
の
町
会
長
・
自
治
会
長

に
直
接
お
話
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

ご
指
摘
の
場
所
が
ど
こ
の
町
会
に
属

し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
市

民
活
動
推
進
課
（
�
67
│
１
１
２
６
）

で
お
調
べ
し
ま
す
。 監

査
委
員
　
渡
邊
福
次
郎

監
査
委
員
　
田
口
　
榮
一

監
査
委
員
　
山
田
　
一
一

監
査
委
員
　
末
永
　
康
文

平
成
12
年
11
月
10
日
〜
13
年
２

月
22
日
に
定
期
監
査
を
実
施
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
監
査
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
平
成
13
年
３
月
14

日
付
け
柏
市
監
査
委
員
告
示
第
一

号
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

【
監
査
の
概
要
】

財
政
部
、
都
市
緑
政
部
、
水
道

部
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、

農
業
委
員
会
事
務
局
、
生
涯
学
習

部
が
平
成
12
年
10
月
末
日
ま
で
、

ま
た
、
企
画
部
、
環
境
部
、
経
済

部
、
都
市
計
画
部
、
土
木
部
、
下

水
道
部
、
議
会
事
務
局
、
学
校
教

育
部
が
平
成
12
年
11
月
末
日
ま
で

に
、
そ
れ
ぞ
れ
執
行
し
た
財
務
に

関
す
る
事
務
と
経
営
に
係
る
事
業

の
管
理
を
対
象
に
監
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
、
お
お
む
ね

適
正
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
特

に
次
の
事
項
に
つ
い
て
留
意
す
る

よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

▽
環
境
部
清
掃
工
場
建
設
課

工
事
請
負
契
約
に
係
る
前
払
金
の

支
払
い
に
当
た
っ
て
は
契
約
条
項

に
従
い
適
正
に
処
理
さ
れ
た
い
。

▽
土
木
部
土
木
総
務
課
　
道
路

占
用
の
許
可
・
納
入
通
知
書
の
発

行
に
遅
れ
が
見
受
け
ら
れ
た
の

で
、
迅
速
な
事
務
処
理
に
努
め
ら

れ
た
い
。

▽
土
木
部
交
通
施
設
課
　
一
時

利
用
駐
輪
場
登
録
手
数
料
の
徴
収

根
拠
を
明
確
に
す
る
よ
う
検
討
さ

れ
た
い
。

監
査
の
結
果
に
つ
い
て

柏市民まちづくり講座

学んでみませんか市の仕事
暮らしの知識

職員が参上！

田植え体験�

農政課 �67－1143�
トマトハウス �34－9920問�

5月12日�午前10時～正午※雨天決
行�
あけぼの山農業公園内水田�
市内在住の家族、50世帯�
コシヒカリの苗を植え付け、9月に
稲刈りをします。精米5キロを分配�
1 世帯3,000円�
往復はがきに「田植え体験希望」と
明記し、住所・氏名・電話番号・参
加人数と返信面のあて先を書いて、
〒277─0822布施下127─1　トマトハ
ウスへ、4月25日�までに郵送で（必
着）※応募者多数の場合は抽選�

と　き�
�
ところ�
対　象�
内　容�
�
費　用�
申し込み�

みそ作り講座�
と　き�
�
�
�
ところ�
対　象�
内　容�
�
費　用�
申し込み�

①5月15日�午後1時半～4時＝こうじ仕込み②5月
17日�午前10時～正午か午後1時半～4時＝みそ仕
込み③9月（日程は後日連絡）＝天地返し・分配（計
3回）�
あけぼの山農業公園�
市内在住のかた、20人（初めてのかただけ）�
自家製こうじと県内産大豆を使ったみそ作り（9月
に7キログラム程度分配）�
2,000円�
往復はがきに「みそ作り講座希望」と明記し、住所
・氏名・年齢・電話番号・②の午前か午後の希望
と返信面のあて先を書いて、〒277－0825布施2005－
2　あけぼの山農業公園へ、4月20日�までに郵送
で（必着）※応募は1人1通。応募者多数の場合は抽選�

あけぼの山農業公園 �33－8877問�

5月12日�午後2時～4時・19日�午前
10時～正午・26日�午前10時～正午（計
3回）�
保健センター�
市内在住・在勤の男性、50人�
無料�
運動のできる服装・運動靴・タオル�
往復はがきに「お父さんのためのエア
ロビ教室希望」と明記し、住所・氏名
・年齢・電話番号と返信面のあて先を
書いて、〒277－8505 柏市役所体育課
へ、5月1日�までに郵送で（必着）※
応募者多数の場合は抽選�

と き �
�
�
ところ�
対 象 �
費 用 �
用意する物�
申し込み�

　日ごろの運動不足をエアロビクスで解消しませんか。
お父さんだけの企画です。年齢は問いません。�

体育課 �67－1536問�

エアロビ教室�お父さんのための�



� 第１１４３号 平成１３年（２００１年）４月１５日 平成１３年（２００１年）４月１５日 第１１４３号 �

柏
市
北
部
地
域
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
秋

葉
原
・
つ
く
ば
間
を
結
ぶ
「
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」（
旧
名
称
・
常

磐
新
線
）
の
鉄
道
建
設
と
沿
線
の

ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
行
う
壮

大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
も
の
。

平
成
12
年
度
に
は
、
柏
北
部
中

央
・
東
両
地
区
の
一
体
型
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
が

決
定
さ
れ
、
ま
た
、
鉄
道
建
設
も

平
成
17
年
度
の
開
業
に
向
け
て
利

根
川
周
辺
や
市
街
地
で
工
事
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
北

部
地
域
の
土
地
区
画
整
理
事
業
と

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
建
設
の

現
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鉄道名と沿線地域の愛称
等の決定については、2月15
日号の広報でお知らせしま
したが、名称の根拠につい
て頭を悩ませたかたもいる
のでは…。そこで今回はそ
の意味について説明します。
◇鉄道名「つくばエクス
プレス」
「つくば」は、つくば研
究学園都市に代表されるこ
の沿線の先進性・国際性の

イメージや、筑波山などの
豊かな自然のイメージ、「エ
クスプレス」は速い鉄道
（最高時速130キロメートル、
秋葉原・つくば間45分）の
イメージを表しています。
◇つくばエクスプレス沿
線の一都三県にまたがる地
域の愛称「みらい平（だい
ら）・いちさと」
「みらい平」は、広大な
関東平野に未来へと連なる
まちが生まれることを表現
し、「いちさと」は、「いち
（一・市）さと（里・郷）」

として、まとまり・交流・
賑わいを示します。
なお、今後はこの鉄道名・
沿線地域愛称を広報やパン
フレットなど、いろいろな
ところで使用していきます。

現在、秋葉原・つくば間
58.3キロメートルを結ぶ鉄
道として、平成17年度の開
業に向け、急ピッチで建設
が行われています。平成13
年3月1日現在では、51カ所
で工事が着手され、工事着
手率は65パーセントです。
東京都では、始発の秋葉
原駅（地下駅）の工事のほ
か、北千住駅、荒川橋りょ
うなどすべての区間で工事
が進められています。埼玉
県でも、綾瀬川トンネル、
木曽根高架橋、江戸川西高
架橋などすべての区間で工

事が進められています。茨
城県では車両基地、守谷駅
高架橋、つくば駅などの工
事が行われています。千葉
県内は、柏市内のほか、流
山市の南流山駅・トンネル
工事などが行われています。
市内での鉄道建設は、平
成11年12月から利根川の渇
水期（11月から5月まで）を
利用して、利根川橋りょう
下部工事（縦断面図写真）
が行われています。また、
今年2月17日には市内2カ所
目となる十余二地先高架橋
工事の安全祈願祭が行われ、
十余二・正連寺地先の市街
地で本格的に工事が始まり
ました。

市内の路線延長は5.6キロ
メートル、高架構造で建設
されます（縦断面図参照）。
駅は、全線で20駅でき、市
内には（仮称）柏北部中央
駅（現柏ゴルフ場）・（仮称）
柏北部東駅（県立柏北高校
の東）の2駅が設置されま
す。
つくばエクスプレスは、

ＪＲ武蔵野線・常磐線・都
営大江戸線・関東鉄道常総
線など、多くの在来線と乗
り換えが可能なことから、
鉄道ネットワークの利便性
が高まることが期待されて
います。
また、首都圏の都市鉄道
では最も速い時速130キロメ
ートルで走行できるので、
秋葉原・つくば間は約45分
で結ばれることになります。
鉄道運営は、東京都・埼
玉県・千葉県・茨城県など
のほか、民間企業の出資に
より設立された「首都圏新
都市鉄道株式会社」で行わ
れています。柏市は平成2
年度からこれまでに約95億
円を出資しており、平成16
年度までに総額約98億円の
出資を行います。

柏市では、地域の均衡ある整備を進
めるため、市域を北部・中央・南部の3
つのゾーンに分けて整備の方針を示し

ています。このうち、大堀川以北の北部ゾーンについては、東大柏キャ
ンパス、東葛テクノプラザなどの学術・研究施設や、市民の憩いの場と
して親しまれている柏の葉公園、さわやかちば県民プラザなどがあり、

常磐自動車道柏インターチェンジ周辺の区画整理事業も予定されていま
す。
また、つくばエクスプレス沿線整備に合わせて「緑園都市構想」が平
成8年に策定されました。この構想は、「都市の活力と環境の調和を目指
すまち」を基本理念に掲げ、職場と居住地が近接したまちづくりを目指
していくものです。

北
部
整
備
課

�
67
│
１
２
４
９

問

常磐新線から
つくばエクスプレスへ

つくばエクスプレス
ってどんな鉄道？

北部のまちづくりが
本格的にスタート

新
し
い
ま
ち
、
楽

し
み
だ
な
。
学
校

は
い
く
つ
で
き
る

ん
だ
ろ
う
？

このように、「都市の活力と環境の調和したまち」を目指し、中央地
区・東地区とも土地区画整理審議会で決まったルールに基づいてまちづく
りが進められます。現在、両地区では埋蔵文化財の調査や、借地による鉄
道用地を確保するため地権者と交渉を行っています。そして、平成17年度
の鉄道開業に合わせて駅周辺エリアのまち開きを予定しています。その後、
順次造成工事のエリアを拡大していきます。
また、土地区画整理事業に伴って必要となる地区外の下水道や街路等の
公共施設についても、区画整理の造成計画に合わせ整備していきます。整
備に当たっては、皆様のご理解とご協力をいただきながら進めていきます。

高
架
橋

利根川橋りょう下部工事

南流山駅工事

都内地下工事

柏北部東地区

柏北部中央地区

◇緑園都市構想
・ふるさとの緑と文化を大切にしたまちづくり
水と緑、ふるさとの歴史や文化、コミュニティなどを大切にし、環
境に配慮したまちづくりを目指します。
・いきいきと住み、働き、学び、遊ぶまちづくり
住まいの場、働く場、学ぶ場、遊ぶ場を併せ持ち、いきいきとした
暮らしや豊かさで潤いのある暮らしのできるまちづくりを目指します。

・人と環境に優しいまちづくり
安全で安心して暮らせるまちづくりを進めるとともに、利便性と環
境が調和するまちづくりを目指します。
また、平成13年度からスタートした第4次総合計画でも、「活力と賑わ
いのあふれるまち」として、新しいまちづくりを位置付けています。
これら3つの視点を調和させたまちづくりこそ、北部が目指すまちづ
くりです。

柏北部中央地区のまちづくり　

柏北部中央地区（左図下部）は、昨年8月25日に事業計画が決定さ
れ、本格的に事業がスタートしています。事業主体の千葉県では、昨
年12月に宅地所有者と借地権者から選出された16人と、知事が選任す
る学識経験者4人からなる土地区画整理審議会を設置しました。現在、
換地設計基準の審議が行われ、着々と工事に向けた準備が進められて
います。
では、将来の中央地区を散策してみましょう。
地区のほぼ中央に柏北部中央駅（仮称）があります。ちょうど現在
の柏ゴルフ場の辺りです。この駅を降りると店舗や企業などの商業・
業務機能施設が集まっています（左図　　部分）。一歩外に出るとそ
こは住宅街（左図　　部分）。既存の緑を生かしたきれいな街並みで
す。地権者が共同してマンションなどの住宅を建設できるような共同
住宅区（左図　　部分）もあり、その周囲には店舗や事務所などが建
ち並んでいます（左図　　部分）。地区内には、小学校が2校、中学校
が1校あり、新しい校舎で生徒も楽しそうです。また、野馬除け土手
やこんぶくろ池周辺の水辺など、貴重な自然環境を生かした近隣公園
（左図　　部分）は、多
くのかたがくつろぐ、憩
いの場となっています。

こんぶくろ池（上）と
野馬除け土手

柏北部東地区のまちづくり

柏北部東地区（左図上部）は、3月26日に事業計画が決定しました。
事業は、都市基盤整備公団が行います。現在、土地区画整理審議会委
員の選挙の準備を行っています。
では、将来の東地区はどうなるのでしょう。散策してみると…。
地区のほぼ中央に、柏北
部東駅（仮称）があります。
県立柏北高校の東です。駅
前には、利便性の高い市民
生活関連施設などが整備さ
れています（左図　　部分）。
駅を出ると程なく住宅街
（左図　　部分）に入ります。
そこは、集合農地区（左図
部分）など、農業との

関わりを大事にした、人と
自然がふれあえる豊か
な環境が広がっていま
す。また、利根川流域
の広大な水田などの田
園的環境も生かされて
いて、新しい都市型農
業の拠点にもなってい
ます。小学校・中学校
は新たに1校ずつ整備
されています。

ふれあい道路イメージ

中央駅前広場イメージ



幼
児
の
尿
検
査

と
き

５
月
17
日
（
木
）
・
18

日
（
金
）
・
22
日
（
火
）
午
前
９

時
〜
11
時

対
象

市
内
在
住
で
平
成
７
年

４
月
２
日
〜
９
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
幼
児
（
四
〜
五
歳
児
）
※

市
内
の
幼
稚
園
か
保
育
園
に
在
籍

す
る
幼
児
は
申
し
込
み
不
要

費
用

無
料

申
し
込
み

は
が
き
に
、
住
所

・
子
ど
も
の
氏
名
と
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
保
護
者
の
氏
名
を
書

い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
１
２

柏
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内
「
幼

児
の
尿
検
査
」
係
へ
、
５
月
７
日

（
月
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当
日
消

印
有
効
）
※
後
日
、
実
施
方
法
・

検
査
セ
ッ
ト
を
送
り
ま
す

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
図
書
館
利
用
者
懇
談
会

と
き

５
月
12
日
（
土
）
午
後

１
時
15
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ

田
中
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
か
た
（
主

に
田
中
分
館
・
西
原
分
館
の
利
用

者
）、
先
着
三
十
人

内
容
　
分
館
の
運
営
に
関
す
る

意
見
交
換

申
し
込
み

４
月
15
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
、
図
書
館
本
館
へ

電
話
か
直
接

1

図
書
館
本
館
�
64
│
５
３
４

６
青
少
年
セ
ン
タ
ー
キ
ャ

ン
プ
場
の
８
月
分
の
利

用
申
し
込
み

利
用
日
数

一
団
体
に
つ
き
一

泊
二
日
ま
で
※
８
月
３
日
（
金
）

〜
５
日
（
日
）
を
除
く

申
し
込
み

５
月
１
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
９
時
15
分
に
、
青
少

年
セ
ン
タ
ー
（
十
余
二
　
三
一
三

│
九
二
）
へ
直
接
※
応
募
は
一
団

体
一
人
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
。定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、

午
前
９
時
15
分
以
降
、
随
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す

1

青
少
年
セ
ン
タ
ー
�
31
│
５

８
５
６

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

支
給

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
、
二
十
歳
未
満
の
心
身
障
害

児
（
者
）
を
家
庭
で
扶
養
し
て
い

る
か
た
①
養
育
手
帳
が
�
の
１
、

�
の
２
、
�
、
Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
、

Ｂ
の
１
程
度
②
身
体
障
害
者
手
帳

一
〜
三
級
と
四
級
の
一
部
③
そ
の

他
日
常
生
活
に
介
護
を
必
要
と
す

る
障
害
・
疾
患
が
あ
る

支
給
額
（
月
額
）

重
度
障
害

者
＝
五
万
千
五
百
五
十
円
、
中
度

障
害
者
＝
三
万
四
千
三
百
三
十
円

用
意
す
る
物

戸
籍
の
全
部
事

項
証
明
、
世
帯
全
員
の
住
民
票
の

写
し
（
い
ず
れ
も
申
請
前
一
カ
月

以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
。
住
民

票
は
続
柄
・
本
籍
が
記
載
さ
れ
た

も
の
）、
所
定
の
診
断
書
ま
た
は

療
育
手
帳
か
身
体
障
害
者
手
帳
、

保
護
者
名
義
の
郵
便
貯
金
通
帳

申
し
込
み

障
害
福
祉
課
（
市

役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ
直
接
※

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
を
　

1

障
害
福
祉
課
�
67
│
１
１
３

６
水
道
事
業
の
公
金
徴
収

事
務
等
を
委
託

委
託
先

新
都
市
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

委
託
業
務
内
容

①
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
②
止
水
栓
の
閉
開
栓

③
水
道
料
金
の
現
地
精
算
④
未
収

金
の
徴
収

委
託
期
間

４
月
１
日
〜
来
年

３
月
31
日

1

水
道
部
給
水
課
�
66
│
２
１

９
１

親
子
幼
児
教
室

と
き

５
月
〜
来
年
２
月
の
水

曜
日
の
う
ち
八
回
、
午
後
２
時
〜

３
時
半

と
こ
ろ

教
育
研
究
所
（
篠
籠

田
）対

象

平
成
８
年
４
月
２
日
〜

９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
四
歳

児
と
保
護
者
、
五
十
組

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
19
日
（
木
）

午
前
９
時
半
〜
11
時
に
、
教
育
研

究
所
へ
直
接
※
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

そ
の
他

託
児
あ
り

1

教
育
研
究
所
�
45
│
２
１
１

０
お
は
な
し
会

と
き

４
月
24
日
（
火
）
午
後

３
時
半
〜
４
時
20
分

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

幼
児
〜
小
学
生
、
先
着

二
百
人

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
参

加
者
募
集

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
自

分
た
ち
の
地
域
で
仲
間
と
一
緒
に

環
境
保
全
活
動
や
環
境
学
習
を
行

う
小
・
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

応
募
資
格

小
・
中
学
生
で
、

数
人
〜
二
十
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

※
助
言
や
事
務
局
と
の
連
絡
を
行

う
大
人
が
一
人
以
上
参
加
を

活
動
内
容

身
近
な
生
き
物
の

観
察
、
ご
み
や
空
気
・
水
な
ど
の

調
査
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
を

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
自
主
的
に

決
め
て
行
い
ま
す

活
動
期
間

一
年
間

費
用

無
料

申
し
込
み

環
境
保
全
課
（
市

役
所
隣
）
へ
直
接
※
登
録
用
紙
は

電
話
で
も
請
求
で
き
ま
す

1

環
境
保
全
課
�
63
│
４
４
２

２

男
女
共
同
参
画
講
座

「
め
ざ
せ
！
編
集
長
！

企
画
室
長
！
」

と
き

５
月
中
旬
か
ら
の
毎
週

一
回
午
後
６
時
〜
８
時（
計
八
回
。

参
加
者
で
協
議
し
て
決
定
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た
、
二
十
人
程
度

内
容

情
報
紙
の
編
集
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
の
た
め
の
基
礎

知
識
を
学
び
ま
す
※
講
座
終
了
後

は
市
民
委
員
と
し
て
、
情
報
紙
づ

く
り
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
運

営
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

は
が
き
に
、
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
で
き

る
曜
日
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│

８
５
０
５
　
柏
市
役
所
男
女
共
同

参
画
室
へ
、
４
月
25
日
（
水
）
ま

で
に
郵
送
（
必
着
）
か
電
話
で

そ
の
他

保
育
・
在
宅
介
護
支

援
あ
り
（
事
前
に
ご
相
談
を
）

1

男
女
共
同
参
画
室
�
67
│
１

１
２
７

不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い

と
き

４
月
27
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

不
登
校
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
、
先
着
二
十
人
（
子
ど
も

連
れ
も
可
）

内
容

不
登
校
に
関
す
る
情
報

の
交
換
や
話
し
合
い
を
し
ま
す

（
聴
く
だ
け
で
も
可
）

費
用

無
料

申
し
込
み

４
月
17
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

健
康
い
き
い
き
講
座

「
高
血
圧
予
防
」

と
き

５
月
10
日
（
木
）
午
後

１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」

定
員

先
着
四
十
人

内
容

高
血
圧
の
予
防
（
食
事

・
運
動
・
休
養
）
に
つ
い
て
学
び

ま
す費

用

無
料

用
意
す
る
物
　
筆
記
用
具
・
健

康
手
帳
・
最
近
の
自
分
の
血
圧
値

が
分
か
る
も
の
　

申
し
込
み

４
月
16
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課
へ

電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３

広報� 平成１３年（２００１年）４月１５日 第１１４３号 �

お
知
ら
せ
�

こ
ど
も
の
広
場

藤
水
会
・
水
墨
画
展

４
／
16

〜
20
の
10
時
〜
16
時
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ

Ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
無
料
。
吉
川
�

72
│
３
６
８
４

柏
玲
会
・
筝
曲
演
奏
会

４
／

22
の
14
時
〜
16
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
八
百
円
。
市
川
�
67
│
６
４

６
９障

害
者
創
作
活
動
を
す
す
め
る

会
・
合
同
作
品
展

４
／
17
〜
22

の
10
時
〜
16
時
、
中
公
。
無
料
。

山
崎
�
73
│
０
９
７
０

琴
グ
ル
ー
プ
・
琴
入
門
講
座

５
／
９
〜
７
／
19
の
第
二
・
四
�

10
時
〜
12
時
、
東
照
龍
王
宮
。3

三
千
円
。道
具
の
貸
し
出
し
あ
り
。

黒
川
�
75
│
８
５
０
６

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

み
よ
う
！
」

５
／
15
の
18
時
〜

21
時
、
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
。
シ

ニ
ア
の
初
心
者
十
五
人
。三
千
円
。

要
予
約
。
田
村
�
63
│
０
０
４
５

マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
集
い
「
英
語

の
歌
あ
そ
び
と
お
は
な
し
広
場
」

５
／
９
の
16
時
〜
17
時
半
、
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
。
小
学
生
。
無
料
。
三
木

�
69
│
４
８
８
９

松
葉
地
区
「
遊
び
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」

４
／
29
の
10
時
〜

15
時
、
松
葉
第
一
近
隣
公
園
。
木

工
・
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
な
ど
。

無
料
。
熊
谷
�
33
│
７
１
６
３

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
取
得
講
習
会

４
／
22
〜
12
／
１
の
18
時
半
〜
20

時
半
、
教
福
ほ
か
。
一
時
間
千
円
。

湯
山
�
73
│
２
２
２
８

女
性
カ
ラ
オ
ケ
「
い
ず
み
会
」

第
一
・
三
�
13
時
、
増
尾
近
セ
。

演
歌
の
新
曲
な
ど
。
講
師
指
導
あ

り
。3

二
千
円
。
深
谷
�
73
│
８

６
２
７

国
連
英
語
検
定
特
Ａ
級

毎
�

10
時
、
中
公
。
英
検
一
級
程
度
の

か
た
。
関
口
�
46
│
６
８
４
０

韓
国
語
「
ム
グ
ン
フ
ァ
」

毎

�
10
時
、
中
公
。
初
・
中
級
。
講

師
指
導
あ
り
。
見
学
可
。2

二
千

円3

五
千
円
。
高
野
山
�
63
│
４

１
０
５

西
原
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
フ
ラ
ミ

ン
ゴ
の
会

月
四
回
�
９
時
半
、

西
原
近
セ
体
育
館
。2

千
円
、3

千
百
円
。
与
那
覇
�
53
│
９
６
２

０
着
付
け
サ
ー
ク
ル

第
一
・
三

�
・
�
10
時
と
第
一
・
三
�
19
時

半
、
根
戸
近
セ
ほ
か
。
女
性
。2

三
千
円
、3

三
千
円
。
飯
田
�
33

│
０
７
４
８

舞
踊
「
若
美
会
」

第
一
・
三

�
10
時
と
19
時
半
、
第
一
・
三
�

10
時
、
根
戸
近
セ
ほ
か
。2

三
千

円
、3

三
千
円
。
吉
岡
�
34
│
７

３
９
６

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
柏
ク
イ
ー
ン

ズ
」

毎
�
・
�
９
時
半
、
高
田

グ
ラ
ウ
ン
ド
。
十
八
歳
以
上
の
女

性
。2

千
円
、3

千
円
。
平
賀
�

46
│
０
１
３
２

柏
市
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
サ
ー
ク

ル

月
四
回
�
19
時
、
市
民
体
育

館
。2

千
円
、3

二
千
円
。
宮
山

�
63
│
０
２
４
９
（
19
時
以
降
）

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル

毎
�
15
時
半
、
藤
心
近
セ
。

見
学
自
由
。2

二
千
円
、3

三
千

五
百
円
。
坂
本
�
67
│
３
７
９
１

中
高
齢
者
の
健
康
増
進
「
柏
太

極
拳
（
三
期
会
）」

毎
�
13
時
、

市
民
体
育
館
。2

千
円
、3

二
千

円
。
森
下
�
72
│
３
８
６
４

初
心
者
の
た
め
の
ペ
ン
字

月

二
回
�
９
時
45
分
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

2

千
円
、3

千
五
百
円
、
手
本
代

年
間
千
五
百
円
。
杉
井
�
74
│
８

３
４
２

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

第
二
�

13
時
、
増
尾
近
セ
。3

千
円
、
花

材
費
別
。
横
田
�
74
│
７
０
９
９
　

着
付
け
サ
ー
ク
ル

第
一
〜
三

�
13
時
、
西
原
町
会
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
。3

二
千
円
。
鶴
飼
�
53

│
１
８
３
４

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、教福＝教育福祉会館、中公＝中央公民館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

平
成
13
年
度�

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
全
期
・
第
一
期�

納
期
限
は
５
月
１
日
（
火
）�

※
納
税
通
知
書
は
４
月
13
日
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
口
座�

　
振
替
の
か
た
は
預
貯
金
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い�

収
納
課
�
67
│
１
１
２
２�

問�

春
の
つ
る
か
め
ピ
ク
ニ

ッ
ク

と
き

５
月
18
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
半
※
雨
天
の
場

合
は
24
日
（
木
）、
さ
ら
に
雨
天

の
場
合
は
25
日
（
金
）

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
北
小
金

駅
〜
二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場

（
往
復
・
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

対
象

市
内
在
住
で
六
十
五
歳

以
上
の
か
た
、
六
十
人

費
用

無
料
（
集
合
場
所
ま
で

の
交
通
費
は
自
己
負
担
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
つ
る
か
め
ピ
ク
ニ
ッ
ク
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
緊
急
連
絡
先
の
電

話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書

い
て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏

五
丁
目
一
一
│
八
柏
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
、
４
月
23
日
（
月
）

ま
で
に
郵
送
で（
当
日
消
印
有
効
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1
柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
63

│
９
０
０
１

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
一

般
公
開

と
き

４
月
16
日
（
月
）
〜
21

日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接
（
団
体
は
事
前
に
申
し
込
み
を
）

1

同
プ
ラ
ザ
�
33
│
０
１
３
９

ニ
ッ
カ
・
お
客
様
感
謝

デ
ー

と
き

４
月
29
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
※
小
雨
決
行

と
こ
ろ

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

柏
工
場
（
増
尾
）

内
容

工
場
見
学
な
ど
　

入
場
料

無
料

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

1

同
工
場
�
72
│
４
１
１
１

催
 
し

講
座
･
講
演
�

催
し
・
講
習
会



託
児
介
助
員
と
幼
児
教

育
研
究
協
力
員

①
託
児
介
助
員

対
象

市
内
在
住
で
育
児
経
験

の
あ
る
五
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
女

性
、
三
人
（
子
ど
も
連
れ
の
勤
務

は
不
可
）

勤
務
場
所

教
育
研
究
所
（
篠

籠
田
）

勤
務
時
間

親
子
幼
児
教
室
開

催
日
の
午
後
１
時
半
〜
４
時
（
計

八
回
）

勤
務
内
容

同
教
室
で
の
幼
児

の
介
助

謝
礼

薄
謝

②
幼
児
教
育
研
究
協
力
員

対
象

市
内
在
住
で
育
児
経
験

の
あ
る
か
た
、
三
十
三
人
（
各
小

学
校
区
か
ら
一
人
ず
つ
）

勤
務
場
所

教
育
研
究
所

勤
務
期
間

４
月
〜
来
年
３
月

勤
務
内
容

幼
児
教
育
に
関
す

る
調
査
と
資
料
収
集
な
ど

謝
礼

薄
謝

①
・
②
の
申
し
込
み

４
月

18
日
（
水
）
〜
24
日
（
火
）
午
前

９
時
半
〜
午
後
４
時
に
教
育
研
究

所
へ
直
接（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
居
住

地
区
・
年
齢
・
養
育
経
験
等
を
考

慮
し
て
選
考

1

教
育
研
究
所
�
45
│
２
１
１

０
時
間
外
保
育
士

対
象

五
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
か
た
、
三
人

勤
務
場
所

豊
住
保
育
園

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

７
時
〜
９
時
半
と
午
後
４
時
半
〜

７
時
・
土
曜
日
午
前
７
時
〜
８
時

半
と
正
午
〜
午
後
７
時（
交
代
制
）

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者
＝

九
百
十
円
・
無
資
格
者
＝
八
百
七

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書
の
写

し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を
持
っ
て
、

５
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
豊
住
保

育
園
へ
直
接

1

豊
住
保
育
園
�
74
│
７
１
９

７
介
護
保
険
の
訪
問
調
査

員対
象

普
通
自
動
車
免
許
と
、

看
護
婦
（
士
）
・
保
健
婦
（
士
）

・
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
・

介
護
支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
持
つ
、
六
十
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
か
た
、
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（
変
更
も
可
）

調
査
地
域

市
内
・
近
隣
市
町

勤
務
内
容

介
護
保
険
の
申
請

に
伴
う
対
象
者
へ
の
認
定
調
査

賃
金
（
時
給
）

千
二
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

４
月
23
日
（
月
）

ま
で
に
、
介
護
保
険
課
へ
電
話
で

※
後
日
面
接
あ
り

1

介
護
保
険
課
�
67
│
１
１
３

４
産
休
・
育
休
代
替
の
保

健
婦
（
士
）
・
看
護
婦

（
士
）
と
臨
時
看
護
婦

（
士
）

対
象

代
替
保
健
婦
（
士
）
・

看
護
婦
（
士
）
は
保
健
婦
（
士
）

か
看
護
婦
（
士
）
の
資
格
、
臨
時

看
護
婦
（
士
）
は
看
護
婦
（
士
）

の
資
格
を
持
つ
、
五
十
歳
ぐ
ら
い

ま
で
の
か
た
、
各
一
人

勤
務
場
所

市
立
保
育
園

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
（
多
少
の
時

間
変
更
あ
り
）
※
臨
時
看
護
婦

（
士
）
は
一
カ
月
に
十
日
間
勤
務

賃
金
（
時
給
）

保
健
婦
（
士
）

＝
千
三
百
五
十
円
・
看
護
婦（
士
）

＝
千
二
百
六
十
円
※
交
通
費
は
別

途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持

っ
て
、
保
育
課
（
市
役
所
第
一
庁

舎
二
階
）
へ
直
接

1

保
育
課
�
67
│
１
１
３
７

柏
市
福
祉
公
社
の
登
録

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

対
象

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
二

級
以
上
）
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

五
十
歳
ま
で
の
か
た
、
若
干
名
　

勤
務
時
間

①
月
〜
日
曜
日
午

前
７
時
〜
午
後
７
時
で
、
福
祉
公

社
が
指
定
す
る
時
間
②
土
曜
か
日

曜
日
を
含
む
週
三
〜
四
日
程
度

で
、
一
日
に
四
時
間
以
上
　

勤
務
場
所

市
内
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
内
容

高
齢
者
や
身
体
障

害
者
等
へ
の
家
事
援
助
・
身
体
介

護
サ
ー
ビ
ス

賃
金
（
時
給
）

九
百
五
十
円

※
交
通
費
・
手
当
等
は
別
途
支
給

申
し
込
み

必
要
書
類
を
添
え

て
、
４
月
16
日
（
月
）
〜
26
日

（
木
）
に
、
柏
市
福
祉
公
社
（
市

役
所
隣
）
へ
本
人
が
直
接

◎
事
前
の
健
康
診
断
、
選
考
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
市
福
祉
公
社
�
62
│
２
５

５
７近

隣
セ
ン
タ
ー
管
理
人

対
象

市
内
在
住
で
昭
和
13
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か

た
、
若
干
名

勤
務
場
所

松
葉
・
豊
四
季
台

・
旭
町
・
富
里
・
藤
心
の
各
近
隣

セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間

土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
含
む
一
カ
月
十
一
日
程
度

で
、
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
９
時

15
分
の
う
ち
一
日
四
時
間
半
程
度

（
三
交
代
）

勤
務
内
容

施
設
の
利
用
申
し

込
み
の
受
け
付
け
（
パ
ソ
コ
ン
操

作
・
収
納
事
務
）
と
施
設
管
理

賃
金
（
時
給
）

七
百
八
十
円

採
用
時
期

５
月
上
旬

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
、
柏
市
都
市
振
興
公
社

（
市
役
所
隣
）
へ
、
４
月
23
日

（
月
）
ま
で
に
直
接

1

柏
市
都
市
振
興
公
社
�
64
│

４
１
４
１

【
お
わ
び
と
訂
正
】

本
紙
４
月
１
日
号
第
七
面
「
ぶ

ら
っ
と
東
葛
」
の
記
事
中
、
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
鎌
ケ
谷
ス
タ

ジ
ア
ム
の
電
話
番
号
は
�
０
４
７

│
４
４
６
│
５
５
８
６
の
誤
り
で

し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

広報�� 第１１４３号 平成１３年（２００１年）４月１５日

写
経
「
柏
栖
会
」

第
一
�
10

時
半
、
高
田
近
セ
。2

千
円
、3

千
円
。
今
井
�
31
│
３
３
８
４
　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

月
二
回
�
13
時
、
フ
ァ
ミ
ー
ル
ハ

イ
ツ
増
尾
ホ
ー
ル
。一
回
八
百
円
、

二
回
千
五
百
円
。材
料
費
は
別
途
。

森
�
74
│
８
１
１
５

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
柏
２
団

月

二
回
�
10
時
、
柏
ふ
る
さ
と
公
園

ほ
か
。
幼
稚
園
年
長
児
以
上
。3

二
千
円
。
北
村
�
33
│
５
０
５
８

有
楽
流
茶
道
「
洗
心
の
集
い
」

第
四
�
14
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。

2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。
山

下
�
34
│
８
５
８
６

器
械
体
操
「
新
柏
体
操
ク
ラ
ブ
」

毎
�
15
時
、
サ
ン
パ
セ
オ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
ほ
か
。
三
歳
〜

小
学
生
。3

四
千
円
。
古
城
�
67

│
４
０
３
８

柏
ヴ
ォ
ア
モ
レ
ス
合
唱
団

毎

�
・
�
９
時
半
、
富
里
近
セ
。

「
筑
後
川
」
・
「
モ
ツ
レ
ク
」
を

プ
ロ
の
オ
ケ
で
。3

二
千
円
。
杉

�
73
│
７
３
９
７

絵
画
「
ミ
ュ
ー
ズ
」

第
一
・

三
�
13
時
半
、
Ｊ
Ａ
田
中
松
葉
町

支
店
。
基
礎
か
ら
上
級
。3

五
千

円
。
木
村
�
33
│
４
４
８
０

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
柏
か
と
れ
あ
」

毎
�
９
時
、
根
戸
近
セ
。2

千
円
、

3

二
千
五
百
円
。
魚
住
�
48
│
５

１
３
７
（
17
時
以
降
）

バ
レ
エ
ク
ラ
ス
プ
リ
エ

毎
�

18
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
大
人
の

初
心
者
・
初
級
者
。2

五
千
円
、

3

五
千
円
。
不
破
�
62
│
２
５
７

７
着
付
け
サ
ー
ク
ル

第
一
・
三

�
・
�
・
�
10
時
・
19
時
半
、
根

戸
近
セ
ほ
か
。
女
性
。2

三
千
円
、

3

三
千
円
。
吉
岡
�
34
│
７
３
９

６
ペ
ン
習
字
「
若
竹
会
」

第
二

・
四
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初

心
者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

二

千
円
。
江
口
�
47
│
０
５
６
７

（
18
時
以
降
）

女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
サ
ン
ラ

イ
ズ
」

毎
�
・
�
９
時
半
、
酒

井
根
運
動
広
場
。
十
八
歳
以
上
。

3

千
円
。
笠
原
�
48
│
１
９
４
１

柏
第
六
剣
道
少
年
団

毎
�
18

時
、
柏
六
小
。
小
学
生
以
上
。2

二
千
円
、3

二
千
円
。
中
野
�
63

│
９
５
４
９

舞
踊
サ
ー
ク
ル

第
一
・
三
�

・
�
10
時
と
19
時
半
、根
戸
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

三
千
円
、3

三

千
円
。
寺
田
�
31
│
７
８
７
９

油
絵
・
水
彩
画
「
新
油
彩
会
」

第
二
・
四
�
12
時
、新
田
原
近
セ
。

二
十
歳
以
上
。2

二
千
円
、3

千

円
。
高
橋
�
67
│
６
９
７
９

油
絵
の
手
ほ
ど
き

第
二
・
四

�
18
時
半
、
寺
嶋
文
化
会
館
。
初

め
て
の
か
た
。2

三
千
円
、3

三

千
円
。
渡
辺
�
47
│
１
８
１
９

社
交
ダ
ン
ス
「
キ
キ
ョ
ウ
の
会
」

月
四
回
�
11
時
、
中
公
。
多
少
踊

れ
る
か
た
。2

千
円
、3

三
千
円
。

北
村
�
66
│
０
２
４
１

剣
道
「
富
勢
剣
友
会
」

毎
�

19
時
・
�
18
時
半
、
富
勢
小
。

小
学
生
以
上
。2

二
千
円
、3

千

円
。
山
本
�
31
│
８
４
１
５

健
康
体
操
「
松
葉
ひ
ま
わ
り
」

毎
�
19
時
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、

3

千
六
百
円
。
小
田
�
33
│
８
５

０
３ヘ

ル
ス
サ
ー
ク
ル

毎
�
・
�

13
時
、
市
民
体
育
館
。2

五
百
円
、

3

七
百
円
。
池
田
�
44
│
０
６
８

５
柏
青
年
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
�
19
時
半
、
寺
嶋
文
化
会
館
。

四
十
歳
ま
で
。2

千
円
、3

二
千

円
。
千
秋
�
64
│
２
０
３
５

子
ど
も
の
英
語
「
テ
デ
ィ
・
ベ

ア
」

毎
�
10
時
、
緑
ケ
丘
会
館
。

一
歳
〜
就
園
前
。2

千
円
、3

三

千
五
百
円
。
新
井
�
34
│
１
６
５

４
清
心
詩
吟
サ
ー
ク
ル

第
一
・

二
・
四
�
15
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
。2

二
千
円
、3

二
千
円
。

山
本
�
63
│
３
８
４
６

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
の
会
「
Ｚ
Ｏ

Ｏ
」

第
一
�
・
第
二
・
四
�
９

時
半
、
富
勢
小
。
小
学
生
と
保
護

者
。4

二
千
円
。
石
渡
�
46
│
１

３
０
８
（
夜
間
だ
け
）

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い

求
 
人

　�
�
�

新田原�
近隣センター�
�67─1276

南部�
近隣センター�
�73─1000�

松葉�
近隣センター�
�33─2200�

光ケ丘�
近隣センター�
�75─0033

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着30人�

子どもの成長・心理を
幅広く理解し、仲間と
ともに豊かな子育てを
学ぶ�

スマイル子育て�
セミナー�
（小学生クラス）�

5月8日～6月12日の
毎週火曜日午前10時
～正午（計6回）�

なかよし子育て�
セミナー�
（幼児・小学生　
　クラス）�

学  級  名�

5月10日～7月12日の
毎週木曜日午前10時
～正午（計10回）�

5月8日～7月10日の
毎週火曜日午前10時
～正午（計10回）�

市内在住・在勤で幼
児・小学生の子を持
つ保護者、先着40人
※保育あり�

少年補導員から見た子
どもの心の危機・民話
の読み聞かせによる親
子のふれあい・上手な
子どものしかり方・健
康体操など�

楽しい子育てセ�
ミナー�
（小学生クラス）�

中央公民館�
�64─1811

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着30人
※保育あり�

なぜ増えるのか登校拒
否・子どもが暴力やい
じめから身を守るため
に・知ってますか、今
度変わる教育内容�

のびのび子育て�
セミナー�
（幼児クラス）�

5月10日～6月28日の
毎週木曜日（6月14日
を除く）と6月16日�
午前10時～正午�
（計8回）�

市内在住・在勤で2
～5歳の幼児を持つ
保護者、先着25人
※保育あり�

家庭は子どもの心を育
む大切な場所。「家庭の
絆（きずな）」をテー
マに子育てを学ぶ�

ほのぼの子育て�
セミナー�
（幼児クラス）�

5月15日�・22日�
・26日�、6月5日�
・12日�・20日�・
26日�の午前10時～
正午（計7回）�

市内在住・在勤で
就学前の子を持つ
保護者、先着30人
※保育あり�

幼児期における子育て
の大切さを学ぶ・幼児
期の心の育ちを学ぶ・
野外で一緒に遊ぶ・子
育てトークなど�

すこやかセミナー�
（小学生クラス）�

布施�
近隣センター�
�32─3100

5月15日～6月19日の
毎週火曜日午前10時
～正午（計6回）�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着40人
※保育あり�

子どもとその環境を理
解し、より良い子育て
をするための学習をす
る�

心を育てるファミ�
リークラス�
（中学生クラス）�

増尾�
近隣センター�
�74─7211

5月15日～7月3日の
毎週火曜日午前10時
～正午（計8回）�

市内在住・在勤で
中学生や小学校高
学年の子を持つ保
護者、先着40人�

思春期の揺れ動く心─
中学生の心身の発達や
特徴を理解し、適切な
指導・助言ができるよ
う学習する�

はつらつ子育て�
セミナー�
（小学生クラス）�

藤心�
近隣センター�
�76─3700

5月15日～6月26日の
毎週火曜日午前9時
45分～11時45分�
（計7回）�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着30人�

「現代の家庭の教育力
について考える」など�

さわやか子育て�
セミナー�
（小学生クラス）�

酒井根�
近隣センター�
�75─2400

5月17日～6月28日
の毎週木曜日午前9
時半～11時半�
（計7回）�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着40人�

「ゆとりを持った子育
てをするために」など�

心を育てるいき�
いきセミナー�
（小学生クラス）�

西原�
近隣センター�
�54─2000

5月17日～7月5日の
毎週木曜日午前9時
45分～11時45分�
（計8回）�

市内在住・在勤で
小学生の子を持つ
保護者、先着40人�

「しつけ10カ条」など�

会場・問い合わせ� と　　き� 対　　象� 主 な 内 容�

　本来、子育てはとても楽しいものです。そして、家庭や学校もとても楽しいところです。しか
し一方では、いじめや登校拒否、犯罪の低年齢化など、さまざまな問題が表面化しています。�
　家庭教育学級では、それぞれの子どもの年齢に合わせたセミナーを開いて、皆さんの子育てを
応援します。地域の情報を上手に利用して、同じ悩みを抱える仲間たちと話し合い、学習して、
子育ての楽しさを再認識しませんか。�

とき・ところ・対象・内容　別表のとおり�
費用　無料（教材費等は実費）�
申し込み　光ケ丘・新田原・布施・酒井根近隣センターは4月17日�、その他は4月16日�の�
いずれも午前9時から、希望する会場へ電話か直接※新田原近隣センターは、会場へ直接�
◎その他の会場の開催予定　永楽台近隣センター＝5月中旬、高田近隣センター＝6月上旬、
　　豊四季台近隣センター＝9月、新富近隣センター＝11月�
　※その他の会場の詳細については、後日「広報かしわ」でお知らせします。�

■家庭教育学級日程

子育てに悩んでいませんか？�

◎保育の対象　中央公民館・光ケ丘近隣センターは一人で歩ける子、布施近隣センターは
　1歳児～就学前の子、新田原近隣センターは2～5歳児、松葉近隣センターは2歳児～就学
　前の子�

問中央公民館 �64─1811・各近隣センター�
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「
小
学
生
の
と
き
に
、
校
内
の
イ
ベ

ン
ト
で
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
シ
ョ
ー
を

見
て
興
味
を
持
っ
た
」
と
い
う
マ
ジ
ッ

ク
の
世
界
。
そ
れ
か
ら
約
四
十
年
の
月

日
が
経
っ
た
昨
年
12
月
に
、
日
本
で
二

十
一
人
目
と
な
る
奇
術
師
師
範
の
認
定

を
日
本
奇
術
協
会
か
ら
受
け
た
。

本
職
は
高
校
の
国
語
の
先
生
。
教
師

に
な
り
た
て
の
と
き
に
、
マ
ジ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
の
顧
問
に
な
っ
た
の
が
、
本
格
的

に
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
生
徒

に
教
え
る
た
め
に
は
ま
ず
自
分
が
と
、

当
時
テ
レ
ビ
等
で
活
躍
し
て
い
た
布
目

貫
一
氏
の
下
で
マ
ジ
ッ
ク
の
イ
ロ
ハ
を

学
ん
だ
。以
来
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、

仕
事
帰
り
に
通
っ
た
と
い
う
。

「
高
校
生
は
三
年
間
で
卒
業
し
て
し

ま
う
の
で
、
技
術
が
高
ま
ら
な
い
の
は

残
念
。
柏
市
民
を
対
象
に
し
た
教
室
を

開
き
た
い
」
と
昭
和
62
年
に
「
柏
マ
ジ

ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
た
。

月
二
回
の
例
会
の
ほ
か
に
、
柏
市
の

文
化
祭
や
県
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
多
数
出
演

し
て
い
る
。
渋
谷
さ
ん
は
台
本
作
り
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
演
技
指
導
ま

で
、総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
。

演
出
は
、
お
客
の
年
齢
層
、
場
の
雰

囲
気
、
会
場
の
大
き
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
。

「
考
え
て
し
な
い
と
お
客
が
入
り
込
ん

で
こ
な
い
。
�つ
か
み
�
が
大
切
で
す

ね
」。
そ
の
話
術
と
演
出
は
授
業
で
も

生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
、
と
聞
い
て

み
た
と
こ
ろ
、「
え
え
、
ま
あ
」
と
照

く
さ
そ
う
に
笑
っ
た
。

「
マ
ジ
ッ
ク
は
人
に
見
せ
て
終
わ
り

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
気
に
な

れ
ば
、
自
分
の
世
界
を
飛
躍
的
に
広
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
自
己
満
足
で
終
わ

っ
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
」。
渋
谷
さ

ん
自
身
、
ク
ラ
ブ
を
率
い
て
、
学
校
・

老
人
ホ
ー
ム
、
少
年
院
に
慰
問
に
行
っ

た
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
大
統
領
主
催
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
出
演
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。「
こ
ん
な
経
験
も
、
マ

ジ
ッ
ク
を
し
て
き
た
お
陰
。
人
間
関
係

や
社
会
的
視
野
が
広
が
っ
た
」

渋
谷
さ
ん
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
の

当
面
の
目
標
は
、
２
０
０
３
年
に
オ
ラ

ン
ダ
で
行
わ
れ
る
世
界
大
会
へ
の
参
加

だ
。「
マ
ジ
ッ
ク
も
授
業
も
つ
か
み
が

大
切
」
と
語
る
渋
谷
さ
ん
。
ま
た
ひ
と

つ
、
新
た
な
世
界
へ
の
挑
戦
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。

逆
井
在
住
。
五
十
一
歳
。
義
母
、
妻
、

娘
と
息
子
の
五
人
家
族
。 日本奇術協会から師範の認定を受けた

しぶ や こう いち

No.353

マジックで広がる自分の世界

この広報紙は古紙配合率100％再生紙を使用しています

渋谷　剛一さん

あけぼの山は春一色──。花曇りの4月7日と

8日の2日間、あけぼの山公園でさくらまつりが

行われました。満開を少し過ぎてしまったとは

いえ、会場は花見を楽しむ人たちでいっぱい。

「花より団子」のお父さんやボール遊びに夢中

な女の子、今年の桜を名残惜しむ人もそれぞれ

に楽しい時間を過ごしました。今、あけぼの山

農業公園では、色とりどりのチューリップが咲

き乱れ（写真参照）、4月15日まで、チューリッ

プフェスティバルが行われています。

市内の母子家庭の子どもたちに──。3月28日、

柏レイソル選手会を代表して吉田選手、渡辺光

輝選手、入江選手が市役所を訪れ、ホームゲー

ムの年間シート14席を市に寄贈しました。選手

会による年間シートの寄贈は平成9年から行わ

れ、母子家庭の子どもたちに贈られています。

本多市長は感謝の言葉と今年のリーグ戦に向け

てのエールを送りました。

み
ん
な
で
応
援
し
て
ね

レ
イ
ソ
ル
選
手
会
が
シ
ー
ト
を
寄
贈

あ
け
ぼ
の
山
は
春
ら
ん
ま
ん

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ガラスの下絵として描かれた墨彩
画。この筆筒はお気に入りだったよ
うで、他の作品にも登場しています。

肉
筆
絵
「
李
朝
の
筆
筒
」

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �64-6413

開館5周年記念特別展開催中

「芹沢7介の作品と身辺の品々」
※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日）

さ
く
らま
つ
り
＆

４
月
10
日
撮
影

春
の
陽
気
に
包
ま
れ
た
４
月
５
日
、
友
好
都
市
の
交
流

活
動
の
一
環
と
し
て
来
柏
し
て
い
る
グ
ア
ム
の
中
学
生
10

人
が
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
で
も
ち
つ
き
を
体
験
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
経
験
に
「
う
す
の
外
を
た
た
き
そ
う
で
怖

か
っ
た
」「
面
白
か
っ
た
」
と
み
ん
な
少
し
興
奮
気
味
。
体

を
動
か
し
た
後
は
、
つ
き
た
て
の
餅
を
き
な
こ
、
あ
ん
こ
、

大
根
お
ろ
し
に
つ
け
て
、
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

違うところをたたきそう
グアムの中学生が初めてのもちつき

3月10日、アミュゼ柏で開か
れたソロマジックショーで

り
　
ち
ょ
う
　

ふ
で
つ
つ
　


